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「１Ａ（Ｘ１２編成）、１パンタ走行」に関する申し入れ

１０月１２日、１Ａ列車、Ｘ１２編成が相生～岡山間走行中「１パンタ検知表示」が

動作し、その後指令指示により停止手配を取りパンタグラフの点検を行った後、１パン

タにて走行し列車遅延が発生したとのことである。

よって、下記の通り申し入れるので早急に労使協議の場を設定すること。

記

１．当日の「１Ａ（Ｘ１２編成）、１パンタ走行」について、会社が把握している事実

経過等について、時系列により明らかにすること。

２．「１パンタ走行」に至った原因について、明らかにすること。

３．調査ならびに対処を行った箇所を明らかにすること。

４．Ｘ１２編成の運行歴を明らかにすること。

５．どのようにして「１パンタ走行」を把握し、なぜ停止手配を行ったのか明らかに

すること。

６．会社として、同様の事象を発生させないため、今後の対策を明らかにすること。

以上


